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新聞ＯＢ 

「九条の会」 

 

第
九
章
①
日
本
国
民
は
、
正
義
と

秩
序
を
基
調
と
す
る
国
際
平
和

を
誠
実
に
希
求
し
、
国
権
の
発

動
た
る
戦
争
と
、
武
力
に
よ
る

威
嚇
又
は
武
力
の
行
使
は
、
国

際
紛
争
を
解
決
す
る
手
段
と
し

て
は
、
こ
れ
を
永
久
に
放
棄
す

る
。 

②
前
項
の
目
的
を
達
す
る
た
め
、

陸
海
空
軍
そ
の
他
の
戦
力
は
、

こ
れ
を
保
持
し
な
い
。
国
の
交

戦
権
は
、
こ
れ
を
認
め
な
い
。 

〒113— 

0032 
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高
市
政
権
は
、
自
ら
が
強
行
し
た
衆
院
選
の
た
め
今

特
別
国
会
の
始
め
か
ら
、
審
議
が
大
幅
に
遅
れ
た
26

年
度
予
算
案
の
年
度
内
成
立
を
策
し
、
議
会
慣
行
を
蹂

躙
し
た
こ
と
を
手
始
め
に
、
数
の
力
を
頼
ん
で
議
会
制

民
主
主
義
の
ル
ー
ル
を
次
々
破
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

挙
げ
句
、
会
期
末
が
迫
る
中
で
、
衆
院
比
例
定
数
削
減

法
案
の
強
行
に
打
っ
て
出
ま
し
た
。 

１
年
以
内
に
与
野
党
協
議
の
結
論
が
出
な
い
場
合

に
は
衆
議
院
の
比
例
定
数
を
自
動
的
に
45
削
減
す
る

と
い
う
法
案
を
６
月
24
日
国
会
に
提
出
。
29
日
に
は
、

国
民
民
主
や
参
政
も
含
め
野
党
５
党
が
欠
席
す
る
中

で
、
衆
院
委
員
会
で
の
審
議
入
り
を
強
行
し
ま
し
た
。 

こ
の
法
案
が
通
れ
ば
、
前
回
衆
院
選
で
比
例
得
票
を

も
と
に
試
算
す
る
と
、
共
産
党
が
４
か
ら
２
に
半
減
す

る
こ
と
を
始
め
、
少
数
政
党
の
議
席
が
激
減
、
多
様
な

民
意
の
正
確
な
反
映
と
い
う
選
挙
制
度
根
幹
を
揺
る

が
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

法
案
は
、
高
市
政
権
が
狙
う
９
条
改
憲
を
始
め
、
今

国
会
で
成
立
し
た
国
家
情
報
会
議
設
置
法
や
衆
院
を

通
過
し
た
国
旗
損
壊
処
罰
法
案
と
セ
ッ
ト
で
〝
日
本

の
戦
争
す
る
体
制
づ
く
り
〟
を
目
指
す
も
の
で
す
。 

与
党
は
、
法
案
が
参
院
で
賛
成
が
得
ら
れ
な
い
場
合

で
も
衆
院
で
の
再
可
決
を
狙
っ
て
会
期
の
大
幅
延
長

を
策
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
強
行
す
る
と
、
与
党
が
今
国

会
中
に
強
行
を
策
す
、
男
系
男
子
の
皇
位
継
承
を
無
理

や
り
確
保
す
る
た
め
、
皇
室
典
範
改
定
法
案
の
成
立
が

危
う
く
な
る
た
め
、
今
国
会
で
の
審
議
断
念
に
追
い
込

ま
れ
ま
し
た
。 

し
か
し
、
高
市
政
権
は
、
法
案
の
次
期
臨
時
国
会
で

の
強
行
を
諦
め
て
い
ま
せ
ん
。
戦
争
体
制
づ
く
り
に
邁

進
す
る
高
市
政
権
に
よ
る
、
こ
う
し
た
議
会
制
民
主
主

義
の
破
壊
に
、
強
い
反
対
の
声
を
あ
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。 

 

・ 
 

日
本
国
憲
法 

第
二
章 

戦
争
の
放
棄 

九
条
の
会
会
報
（
２
０
２
６
年
７
月
９
日
付
、

第
４
７
９
号
）
か
ら
採
録
し
ま
し
た
。 

高
市
政
権
に
よ
る
民
主
主
義
破
壊
の
暴
挙
を
許
す
な
！ 

 

―宇野 靖之 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会
期
末
を
迎
え
た
７
月
17
日
、
改

正
皇
室
典
範
が
参
議
院
で
与
党
の
賛

成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。
は
る
か
に

遠
い
血
筋
の
男
系
男
子
に
天
皇
の
資

格
を
与
へ
、
女
性
天
皇
の
道
を
閉
ざ
し

た
こ
と
は
、
男
女
平
等
の
精
神
に
も
反

し
て
い
ま
す
。 

憲
法
で
は
「
日
本
国
民
の
総
意
に
基

づ
く
」
と
し
て
い
ま
す
が
、
国
民
の
７

割
方
の
思
い
に
反
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
天
皇
自
身
「
国
民
の
皆
さ
ん
の

理
解
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い

ま
す
」
と
謙
虚
に
述
べ
て
い
ま
す
。
皇

室
典
範
改
正
は
国
民
の
総
意
に
基
づ

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

同
日
「
国
旗
損
壊
罪
法
案
」
が
衆
院

本
会
議
で
強
行
採
決
し
ま
し
た
。
自
分

の
国
旗
に
バ
ツ
印
を
つ
け
る
こ
と
も

国
に
対
す
る
抗
議
や
不
服
従
な
ど
の

 

 

悪
法
を
次
々
と
強
行
採
決
す
る

戦
後
最
悪
の
高
市
政
権
は
２
月
の

衆
議
院
選
で
公
約
し
た
食
料
品
消

費
税
の
限
定
引
き
下
げ
の
公
約
は

ど
こ
え
や
ら
。
異
常
な
物
価
高
騰
で

生
活
苦
に
喘
ぐ
国
民
の
声
に
は
無

関
心
。
「
国
民
会
議
」
に
丸
投
げ
し

自
ら
解
決
す
る
意
思
は
無
い
よ
う

で
す
。
国
会
の
私
物
化
は
最
悪
と
な

り
、
国
民
不
在
の
悪
法
を
次
々
と
強

行
採
決
し
て
い
ま
す
。
そ
の
笑
い
顔

が
気
持
ち
が
悪
い
。 

 

自
民
と
維
新
の
会
が
提
出
し
た

衆
院
定
数
「
比
例
代
表
の
み
45
削

減
」
す
る
法
案
の
審
議
は
、
野
党
欠

席
の
ま
ま
強
行
採
決
。
多
様
な
声
や

民
意
が
反
映
さ
れ
な
い
と
野
党
の

猛
反
発
に
あ
い
審
議
拒
否
で
議
論

は
頓
挫
し
て
い
ま
す
。 
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意
思
表
示
で
あ
ろ
う
と
も
「
国
旗
の
汚

損
」
と
し
て
罰
せ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ

り
、
内
心
の
自
由
、
表
現
の
自
由
の
侵

害
の
恐
れ
や
立
法
事
実
の
無
い
憲
法

違
反
の
法
案
で
あ
り
、
自
民
党
内
か
ら

も
反
対
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。 

国
民
や
市
民
の
デ
モ
に
対
す
る
右

翼
の
介
入
や
、
一
部
ス
ポ
ー
ツ
の
応
援

で
無
批
判
に
旭
日
旗
が
持
ち
出
さ
れ

る
な
ど
、
か
つ
て
の
太
平
洋
戦
争
で
被

害
を
受
け
た
ア
ジ
ア
の
人
び
と
を
ど

れ
だ
け
傷
付
け
て
い
る
か
、
無
意
識
の

罪
は
重
い
と
言
え
ま
す
。
近
隣
諸
国
へ

思
い
を
寄
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

政
府
（
与
党
）
は
国
会
会
期
を
８
日

間
延
長
し
ま
し
た
。
維
新
と
の
連
立
維

持
の
肝
い
り
で
あ
る
「
副
首
都
」
構
想

を
会
期
中
成
し
遂
げ
る
、
高
市
政
権
の

身
勝
手
な
国
会
私
物
化
と
言
え
ま
す
。

与
党
が
３
分
の
２
を
占
め
る
衆
院
で

の
再
可
決
・
成
立
を
ね
ら
う
と
い
う
乱

暴
極
ま
り
な
い
企
て
と
言
え
ま
す
。 

こ
の
異
常
な
事
態
は
、
髙
市
政
権
が

追
い
込
ま
れ
、
悪
あ
が
き
を
し
て
い
る

証
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

髙
市
首
相
陣
営
の
中
傷
動
画
作
成

事
件
で
の
集
中
審
議
、
党
首
討
論
に
も

応
じ
な
い
。
一

方
憲
法
９
条
の

破
壊
、
最
賃
や

消
費
税
、
選
択

的
夫
婦
別
姓
、

な
ど
平
和
と
暮

ら
し
に
か
か
わ

る
切
実
な
声
を

切
り
捨
て
て
い

ま
す
。 

 

軍
備
増
強
、

軍

事

予

算

拡

大
、
軍
事
基
地

毎
日
使
っ
て
い
る
お
茶
飲
み
用
の 

茶
碗
、
も
う
五
十
年
以
上
、
割
ら

ず
に
、
大
切
に
使
っ
て
い
る
。 

と
、
言
う
の
も
、
私
の
人
生
に
（
大

ゲ
サ
か
）
重
要
な
働
き
か
け
を
し
て

い
る
文
言
が
書
か
れ
て
い
る
か
ら
で

す
。
他
の
人
か
ら
見
れ
ば
、
使
い
古

さ
れ
た
、
た
だ
の
茶
碗
だ
が
二
度
と

手
に
は
入
ら
な
い
、
多
分
、
誰
も
持

っ
て
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
貴
重
な
茶

碗
。 茶

碗
に
は
、
当
時
の
立
命
館
大
学

の
総
長
、
末
川
博
さ
ん
の
書
で
「
不

屈
前
進
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

私
が
働
き
始
め
た
頃
、
争
議
中
だ

っ
た
、
新
聞
労
連
加
盟
の
「
報
知
系

三
単
組
」
が
、
た
た
か
い
の
支
援
の

た
め
に
作
ら
れ
た
モ
ノ
。
争
議
組
合

支
援
（
生
活
資
金
を
得
る
）
物
品
販

売
で
買
い
求
め
ま
し
た
。 

そ
の
後

の
組
合
活
動
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
を
知
る
よ
う
に
な
り
、
茶
碗
に

書
か
れ
た
文
言
の
重
要
性
を
感
じ
る

強
化
な
ど
の
「
戦
争
す
る
国
づ
く

り
」
の
一
環
で
、
年
末
ま
で
に
強

行
を
狙
っ
て
い
る
「
安
保
３
文
書

の
改
定
」
と
軌
を
一
に
し
た
も
の

で
す
。
非
核
３
原
則
も
あ
や
う
い
。

敵
基
地
攻
撃
能
力
の
強
化
と
原
潜

の
保
有
。
専
守
防
衛
を
か
な
ぐ
り

捨
て
た
海
自
潜
水
艦
魚
雷
で
の
戦

艦
撃
沈
の
訓
練
は
「
軍
事
対
軍
事
」

の
悪
循
環
を
高
め
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
は
先
の
党
利
党
略
の
総

選
挙
で
成
立
し
た
髙
市
政
権
の
憲

法
と
議
会
制
民
主
主
義
破
壊
の
横

高
市
政
権
の
暴
走 

行
き
詰
ま
り
！ 

  

国
民
の
生
活
に
は
無
関
心 

 
 

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

新
聞
労
働
者
が
、
先
の
「
侵
略

戦
争
に
協
力
し
た
」
反
省
か
ら
、

い
ち
早
く
労
働
組
合
を
結
成
し
、

平
和
と
民
主
主
義
を
守
る
た
た
か

い
に
取
り
組
み
、
不
屈
な
た
た
か

い
を
続
け
て
い
る
沖
縄
の
仲
間
に

連
帯
す
る
と
い
う
決
意
が
、
報
知

系
三
単
組
の
た
た
か
い
「
不
屈
前

進
」
に
繋
が
っ
て
い
る
と
、
思
い

ま
す
。 

食
事
の
時
、
そ
の
茶
碗
の
書
を

見
な
が
ら
、
私
に
、
平
和
と
暮
ら

し
を
守
る
た
た
か
い
に
取
り
組
む

勇
気
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。 

残
念
な
が
ら
老
い
た
私
は
体
も

ボ
ロ
ボ
ロ
で
満
足
に
動
け
ず
、
戦

い
の
先
頭
に
立
っ
て
進
む
力
が
出

せ
な
い
こ
と
が
も
ど
か
し
い
。
し

か
し
、
意
識
だ
け
で
も
、
仲
間
と

と
も
に
、
た
た
か
い
を
続
け
て
い

こ
う
、
と
励
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。 

狩
野 

博
美
（
元
日
経
） 

 
茶
碗
の
文
字
「
不
屈
前
進
」
に
勇
気
を 

暴
な
企
て
で
す
。
こ
う
し
た
悪
政

に
反
対
す
る
声
は
文
字
通
り
全

国
に
大
き
く
広
が
り
。
６
月
19

日
は
２
万
６
千
人
が
国
会
前
を

包
囲
し
、
全
国
３
０
０
数
十
か
所

で
同
時
行
動
が
起
き
ま
し
た
。 

高
市
政
権
の
悪
政
数
々
に
国

民
の
怒
り
が
一
層
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
怒
り
を
力
に
国
会
前
、
地

域
な
ど
の
集
会
デ
モ
、
ペ
ン
ラ
イ

ト
行
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て

行
き
ま
し
ょ
う
。
（
７
月
19
日

記
） 

山口 文昭 
（元日刊工） 

７
月
19
日
、
蕨

西
口
駅
前
の
ペ

ン
ラ
イ
ト
デ
モ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

声をあげれば日本は変わる 

 

長
距
離
ミ
サ
イ
ル
の

全
国
配
備
、
武
器
輸
出
の

全
面
解
除
、
国
家
情
報
会
議
の
設

置
、
安
保
３
文
書
改
訂
と
戦
争
を
準

備
す
る
危
険
な
政
策
づ
く
り
を
加

速
す
る
高
市
政
権
。
新
聞
離
れ
が
急

速
に
進
む
中
で
改
め
て
新
聞
の
存

在
価
値
が
問
わ
れ
て
い
る
。 

   

政
府
が
設
置
す
る
有
識
者
会
議

の
目
的
は
、
専
門
的
な
知
見
を
得
る

と
同
時
に
客
観
的
な
意
見
を
集
め

る
こ
と
に
あ
る
。 

だ
が
安
保
３
文
書
改
訂
に
向
け

て
設
置
さ
れ
た
有
識
者
会
議
の
メ

ン
バ
ー
15
名
を
見
て
吃
驚
。 

重
大
な
問
題
は
、
国
是
で
あ
る

「
非
核
３
原
則
」
の
見
直
し
を
提
言

し
た
山
崎
幸
二
・
元
統
合
幕
僚
長
。

さ
ら
に
大
軍
拡
容
認
の
読
売
新
聞

グ
ル
ー
プ
本
社
社
長
・
山
口
寿
一
、

フ
ジ
テ
レ
ビ
社
長
・
清
水
賢
治
の
二

氏
が
参
加
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
さ
に
３
文
書
改
訂
あ
り
き
の
布

陣
で
あ
る
。 

「
有
識
者
会
議
」
の
報
告
・
提
言

に
期
待
す
る
高
市
首
相
の
狙
い
は
、

有
識
者
会
議
本
来
の
目
的
は
ど
う

で
あ
れ
、
非
核
三
原
則
の
見
直
し
・

核
共
有
を
「
有
識
者
会
議
」
を
利
用

し
正
当
化
す
る
こ
と
に
あ
る
。 

注
意
す
べ
き
は
、
安
倍
、
菅
政
権

 

・ 

・ 
新聞ＯＢ「九条の会」 

今
年
も
日
中
30
度
を
超
す
暑
い
夏
が

や
っ
て
き
た
。
思
い
出
さ
れ
る
の
が
昭
和

20
年
８
月
２
日
未
明
の
米
軍
に
よ
る
富

山
大
空
襲
だ
。
私
は
８
歳
で
小
学
３
年

生
。
家
族
は
銀
行
員
の
父
、
専
業
主
婦
の

母
、
女
学
校
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
姉
、

さ
ら
に
中
学
生
の
兄
２
人
の
６
人
家
族

だ
っ
た
。 

真
夜
中
の
12
時
過
ぎ
、
空
襲
警
報
が

鳴
っ
た
。
い
っ
た
ん
防
空
壕
に
避
難
し
た

が
す
ぐ
に
警
報
は
解
除
。
服
を
着
た
ま
ま

寝
床
に
潜
っ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
ド
カ
ー

ン
と
大
音
響
が
鳴
り
響
き
、
火
花
と
と
も

に
戦
火
が
眼
前
に
広
が
っ
た
。 

母
に
た
た
き
起
こ
さ
れ
、
す
ぐ
に
布
団

を
か
ぶ
っ
て
二
人
で
近
く
の
神
通
川
に

避
難
し
た
。
す
で
に
川
は
避
難
民
で
埋
ま

っ
て
お
り
、
芋
を
洗
う
よ
う
な
混
み
よ
う

だ
っ
た
。
３
時
間
ほ
ど
し
て
夜
明
け
と
と

も
に
米
軍
機
は
去
っ
て
い
た
。 

あ
と
で
わ
か
っ
た
こ
と
だ
が
、
米
軍
は

Ｂ
29
戦
闘
機
１
７
０
機
が
攻
撃
を
仕
掛

け
、
富
山
市
内
99
・
５
％
が
消
失
。
２

時
間
ほ
ど
の
無
差
別
爆
撃
だ
っ
た
。
市
民

２０２６年７月２７日 第１６２号 （３） 

新聞考 

時
代
に
内
閣
情
報
官
や
国
家
安
全

保
障
局
長
を
務
め
た
北
村
滋
氏
と

読
売
新
聞
グ
ル
ー
プ
の
シ
ン
ク
タ

ン
ク
と
目
さ
れ
る
「
読
売
調
査
研

究
本
部
」
が
繋
が
り
を
深
め
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
北
村
氏
が
講
師

を
務
め
、「
調
査
研
究
本
部
」
が
発

行
す
る
「
読
売
ク
オ
ー
タ
リ
ー
」

に
講
演
内
容
を
掲
載
す
る
な
ど
の

動
き
は
軽
視
で
き
な
い
。 

    

高
市
首
相
は
、
国
会
答
弁
や
記

者
会
見
な
ど
を
少
な
く
す
る
一

方
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
発
信
を
ほ
ぼ

毎
日
続
け
る
な
ど
議
論
軽
視
の
異

常
な
姿
勢
を
強
め
て
い
る
。
記
者

会
見
を
避
け
、
「
ぶ
ら
下
が
り
取

材
」（
記
者
団
の
前
で
発
言
し
質
問

に
答
え
る
）
に
応
じ
て
い
る
が
、

質
問
を
制
限
し
短
時
間
で
打
ち
切

る
な
ど
「
国
民
の
知
る
権
利
」
な

ど
何
処
吹
く
風
で
あ
る
。
民
主
主

義
国
家
の
首
相
と
し
て
最
低
限
の

責
任
さ
え
理
解
で
き
な
い
人
物
に

取
材
現
場
で
ど
う
向
き
合
っ
て
い

る
か
。 

 

朝
日
新
聞
を
退
社
し
、
琉
球
新

報
の
記
者
・
編
集
委
員
に
な
っ
た

南
彰
氏
は
著
書
の
中
で
「
記
者
会

見
は
戦
場
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い

る
。
現
実
の
記
者
会
見
は
、
高
市

首
相
に
振
り
回
さ
れ
、
闘
っ
て
い

る
姿
が
伝
わ
っ
て
こ
な
い
。
情
勢

は
新
聞
メ
デ
イ
ア
に
「
権
力
を
監

視
し
、
暴
走
を
許
さ
な
い
」
役
割

発
揮
を
求
め
て
い
ま
す
。
今
こ
そ

新
聞
の
出
番
で
は
な
い
か
。 

    

新
聞
を
取
り
巻
く
状
況
は
厳
し

い
も
の
が
あ
る
。
新
聞
購
読
は
減

る
一
方
、
短
時
間
で
み
ら
れ
る
Ｓ

Ｎ
Ｓ
や
動
画
サ
イ
ト
の
情
報
に
頼

る
だ
け
の
人
が
増
え
続
け
て
い

る
。 こ

の
中
で
政
権
に
よ
る
一
方
的

な
情
報
操
作
や
世
論
誘
導
に
立
ち

向
か
い
、
事
実
に
基
づ
い
て
権
力

の
暴
走
を
厳
し
く
追
及
す
る
メ
デ

イ
ア
の
責
任
は
極
め
て
重
い
。「
オ

ー
ル
ド
メ
デ
イ
ア
」
と
批
判
す
る

向
き
も
あ
る
が
、
新
聞
の
役
割
が

求
め
ら
れ
る
重
大
な
局
面
に
直
面

し
て
い
る
。 

そ
の
た
め
、
す
で
に
起
き
た
事

件
を
伝
え
る
事
後
報
道
だ
け
で
な

く
、
今
何
が
起
き
つ
つ
あ
る
か
を

伝
え
る
こ
と
で
新
聞
の
信
頼
を
回

復
し
、
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
る
。
新
聞
報
道
の
二
極
化
も
懸

念
さ
れ
る
が
、
確
か
な
報
道
、
先

を
見
す
え
た
報
道
か
が
問
わ
れ
て

い
く
な
か
で
克
服
さ
れ
る
問
題
で

あ
る
。 

今
後
の
報
道
に
注
目
し
つ
つ

「
戦
争
を
許
さ
な
い
」「
報
道
の
自

由
を
守
れ
」
の
声
を
あ
げ
、
広
め

る
闘
い
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ

て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

新
聞
の
覚
悟
を
問
う 

「
有
識
者
会
議
」 

と
は
何
か 

 

危
う
い
高
市
首
相 

の
取
材
対
応 

 

メ
デ
イ
ア
攻
撃 

に
抗
し
て 

戦
争
は
ご
め
ん
！  

８
歳
の
夏
を
思
い
出
す 

 

の
死
者
２
７
０
０
人
、
負
傷
者
１
９
０

０
人
、
軽
傷
は
６
０
０
０
人
。
幸
い
我

が
家
は
６
人
全
員
が
無
傷
だ
っ
た
。 

一
夜
に
し
て
焼
け
野
原
と
化
し
た

市
内
。
焼
失
し
た
わ
が
家
の
す
ぐ
の
と

こ
ろ
に
護
国
神
社
が
あ
っ
た
。
境
内
に

は
そ
こ
か
し
こ
か
ら
タ
ン
カ
ー
で
傷

病
者
が
担
ぎ
込
ま
れ
、
大
き
な
横
穴
防

空
壕
は
に
わ
か
治
療
室
と
な
り
、
赤
十

字
の
看
護
婦
さ
ん
が
手
当
て
を
施
し

て
い
た
。 

 

空
襲
当
日
、
銀
行
の
守
備
隊
と
し
て

社
屋
を
守
り
に
行
っ
て
い
た
父
は
靴

擦
れ
し
た
足
首
に
ば
い
菌
が
繁
殖
、
手

当
て
す
る
こ
と
も
な
く
、
28
日
後
の
８

月
30
日
、
こ
の
世
を
去
っ
た
。
あ
っ
け

な
い
話
だ
が
、
当
時
は
ど
う
す
る
こ
と

も
で
き
な
か
っ
た
。 

 

戦
争
は
ご
め
ん
だ
。
毎
年
こ
の
季
節

を
迎
え
る
と
、
８
歳
の
夏
の
出
来
事
が

昨
日
の
よ
う
に
脳
裏
に
浮
か
ぶ
。
平
和

国
家
81
年
、
こ
の
暮
ら
し
が
永
遠
に
つ

づ
く
こ
と
を
願

っ

て

や

ま

な

い
。 芳

尾 

孝
治 

（
元
内
外
） 

 

 
 

❑ 

❑ 

注
「
富
山
県

公
文
書
館
だ
よ

り
」
は
Ｈ
Ｐ
か

ら
。 

田
原 

恒
男
（
元
読
売
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料   理 

 

整
え
る
」「
処
理
を
す
る
」
と
い

う
意
味
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
し

て
「
料
理
」
で
「
お
し
は
か
っ

て
う
ま
く
処
理
し
て
い
く
」
と

い
う
意
味
に
な
る
の
で
す
。
そ

れ
が
特
に
食
べ
物
の
こ
と
を
い

う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
昔
の

人
も
お
い
し
い
料
理
を
食
べ
る

の
に
苦
労
し
た
か
ら
に
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。 

 

ど
と
い
い
、「
う
ま
く
処
理
を
す

る
」
と
い
う
意
味
に
使
い
ま
す

が
、
ど
ち
ら
か
と
言
い
ま
す
と

比
喩
（
ゆ
）
的
な
表
現
と
い
う

感
覚
が
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

岩
波
書
店
の
広
辞
苑
に
は
そ
の

意
味
が
一
番
に
書
か
れ
て
い
る

の
で
す
。
こ
れ
は
広
辞
苑
の
編

者
が
ひ
ね
く
れ
て
い
る
せ
い
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
と
も
と
料

  

・ 

こ
こ
数
年
、
妻
が
病
気
の
た

め
小
生
が
食
事
の
支
度
（
料
理

と
い
う
ほ
ど
の
代
物
で
は
な

い
）
を
し
て
い
ま
す
。
物
価
高

の
実
態
も
身
に
染
み
て
体
験
し

て
い
る
次
第
で
す
◆
さ
て
、
今

  

宇野 靖之 

漢 

和 閑
話 

回
は
、
そ
の
「
料
理
」
と

い
う
文
字
に
つ
い
て
。

「
料
理
」
と
聞
け
ば
、
食

べ
物
を
作
る
こ
と
や
つ

く
っ
た
食
べ
物
を
思
い

浮
か
べ
ま
す
。
こ
の
ほ
か

に
「
敵
を
料
理
し
た
」
な

   

   

理
は
「
物
事
を
う
ま
く
処
理
す

る
こ
と
」
と
い
う
意
味
で
、
そ

こ
か
ら
食
べ
物
を
つ
く
る
意
味

が
派
生
し
た
の
で
す
◆
料
理
の

「
料
」
は
「
米
」
と
「
斗
（
は

か
る
）」
で
「
米
を
は
か
る
」
の

意
な
の
で
す
。
さ
ら
に
「
お
し

は
か
る
」
の
意
味
を
も
つ
よ
う

に
な
り
ま
し
た
◆
「
理
」
は
「
王

＝
玉
」
と
「
里
」
で
で
き
て
い

ま
す
。
「
玉
」
は
宝
石
の
こ
と
。

「
里
」
は
田
と
土
か
ら
で
き

て
お
り
、
す
じ
を
つ
け
て
分

け
ら
れ
た
土
地
を
表
し
ま

す
。
つ
ま
り
「
理
」
は
宝
石

の
表
面
に
あ
る
す
じ
の
こ

と
を
意
味
す
る
の
で
す
。
そ

こ
か
ら
「
す
じ
み
ち
を
た
て

２０２６年７月２７日 第１６２号 （４） 新聞ＯＢ「九条の会」 

昨
年
、
日
本
の
在
留
外
国

人
数
は
４
１
２
万
人
を
超

え
、
過
去
最
高
を
更
新
し
て

総
人
口
の
約
３
％
を
占
め
て

い
ま
す
。
労
働
力
不
足
を
背

景
に
、
就
労
目
的
の
滞
在
者

が
増
加
し
、
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
日
本
政
府
は
排
除

と
管
理
を
強
化
す
る
外
国
人

政
策
を
進
め
て
い
ま
す
。 

い
ま
、
外
国
人
が
日
本
に

定
住
す
る
た
め
の
ビ
ザ
（
査

証
）
は
８
種
類
、
在
留
資
格

は
29
種
類
も
あ
り
、
在
留
資

格
の
変
更
、
更
新
手
数
料
を

６
千
円
か
ら
10
万
円
、
永
住

許
可
で
１
万
円
か
ら
30
万
円

に
引
き
上
げ
て
い
ま
す
。 

そ
れ
だ
け
で
な
く
昨
年
10

月
か
ら
「
経
営
・
管
理
」
の

在
留
資
格
取
得
の
要
件
に
日

本
語
能
力
な
ど
が
求
め
ら

れ
、
必
要
な
資
本
金
が
５
０

０
万
円
か
ら
６
倍
の
３
０
０

０
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。
加
え
て
日
本
国
民
と

同
じ
よ
う
に
税
金
を
払
っ
て

い
る
の
に
参
政
権
か
ら
も
排

除
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
在
留
外
国
人

に
対
す
る
差
別
と
排
除
の
政

策
は
朝
鮮
を
は
じ
め
と
す
る

差
別
を
容
認
す
る
植
民
地
支

配
を
正
当
化
す
る
考
え
を
基

に
し
て
い
ま
す
。 

外
国
人
排
除
か
ら
共
生
を
考
え
る 

河
野 

浩
（
元
産
経
） 

日
本
政
府
は
ま
ず
、
１
９

４
５
年
12
月
に
衆
議
院
選
挙

法
を
改
正
し
て
朝
鮮
人
、
台

湾
人
の
参
政
権
を
停
止
。
憲

法
施
行
の
前
日
、
１
９
４
７

年
５
月
２
日
に
日
本
政
府
と

Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
外
国
人
登
録
令
を

発
し
、「
当
面
の
間
、
朝
鮮
、

台
湾
出
身
者
を
外
国
人
と
み

な
す
」
と
い
う
も
の
で
治
安

維
持
が
目
的
で
し
た
。 

１
９
５
０
年
に
朝
鮮
戦
争

が
起
こ
り
、
朝
鮮
半
島
が
戦

火
に
包
ま
れ
る
中
、
１
９
５

２
年
４
月
に
対
日
平
和
条
約

（
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和

条
約
）
が
発
効
す
る
と
朝
鮮

人
、
台
湾
人
は
日
本
国
籍
を

失
い
、
外
国
人
登
録
法
と
出

入
国
管
理
令
の
対
象
と
な
り

ま
し
た
。
ま
さ
に
こ
の
１
９

５
０
年
か
ら
５
２
年
４
月
ま

で
の
期
間
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
日
本

の
関
係
省
庁
と
連
携
し
て
在

日
朝
鮮
人
に
対
す
る
管
理
政

策
を
確
立
し
た
こ
と
が
現
在

の
管
理
制
度
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。 

い
ま
、
高
市
政
権
は
外
国

人
排
除
の
差
別
政
策
と
一
体

に
大
軍
拡
の
道
を
突
き
進

み
、
外
国
人
へ
の
排
外
主
義

的
感
情
を
利
用
し
た
戦
争
へ

向
け
て
の
国
民
動
員
体
制
を

企
て
て
い
ま
す
。
防
諜
機
関

の
国
家
情
報
局
、
対
外
情
報

局
の
設
立
、
皇
室
典
範
改
正

法
、
国
旗
損
壊
法
な
ど
ま
さ

に
憲
法
を
破
壊
し
て
「
戦
争

す
る
国
」
作
り
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
平
和
憲
法
の
下

で
は
戦
争
や
差
別
を
認
め
る

こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。 

外
国
人
へ
の
誤
解
と
偏

見
は
最
悪
の
場
合
、
差
別
、

排
斥
、
虐
殺
へ
と
つ
な
が
り

ま
す
。
い
ま
こ
そ
「
戦
争
す

る
国
作
り
反
対
」
「
差
別
、

排
外
主
義
を
許
す
な
」
の
声

を
広
げ
る
と
き
で
す
。 

酷
暑
の
中
で
の
署
名
活
動
ご
苦
労
様
で
す
。 

前
号
の
会
報
で
お
願
い
し
、
皆
様
に
お
送
り
い
た
し

ま
し
た
、「
憲
法
９
条
改
悪
に
反
対
す
る
請
願
署
名
」
用

紙
の
扱
い
で
す
。 

今
号
に
返
信
用
の
「
封
筒
」
を
同
封
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
使
っ
て
「
山
口
文
昭
」
充
て
に
お
送
り
く
だ
さ

い
。
な
お
、
署
名
用
紙
は
、
地
域
で
懇
意
に
し
て
い
る

活
動
団
体
が
あ
り
ま
し
た
ら
そ
ち
ら
に
提
出
さ
れ
て
も

結
構
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
山
口
） 

請
願
署
名
に
つ
い
て 

  

 

今
号
は
高
市

政
権
が
憲
法
の

平
和
原
則
の
破

壊
を
狙
い
、
数
々

の
悪
法
を
通
す
動
き
に
抗
議
す

る
活
動
を
描
い
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
著
者
に
も
苦
労
の
日
々

が
。「
漢
和 

閑
話
」
を
ご
覧
下

く
だ
さ
い
◆
新
聞
よ
頑
張
れ
！ 

「
戦
争
を
許
さ
な
い
」「
報
道
の

自
由
を
守
れ
」
の
声
を
あ
げ
、

広
げ
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
重
要

に
な
っ
て
い
る
◆
〝
ペ
ン
ラ
イ

ト
デ
モ
〟
歳
だ
し
夜
は
無
理…

近
く
な
ら
。
わ
か
る
。
ど
う
す

る
？
〝
老
い
て
な
お
〟
学
習
し

新
た
な
出
会
い
を
求
め
て
対
話

の
開
拓
は
ど
う
か
。 

（
斎
藤
） 

声をあげれば日本は変わる 


